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はなく譲渡できない共同の基金であり、すべての労働用具からなる社会的
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値を持つ消費財の個人的所有
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労働用具の非個人的で譲渡できない共同占有
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としてではなく、社会的に
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のではなくて、それらは実際に分離して
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としてではなく社会的に
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わち個人的所有を打ち立てる
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（herstellen）ことによって、はじめて生産
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
手段の社会的所有が直接的なものとなる


















































































































































































































































































































































の労働者のアソシアシオンでは《労働用具の共同占有》（possesion commune des 
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